
1

な
い
。
そ
れ
が
今
回
、
プ
リ
ペ
ー
ド
カ
ー
ド
方

式
で
の
利
用
が
可
能
と
な
り
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
か
ら
で
も
自
在
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

私
の
よ
う
に
実
際
の
研
究
活
動
を
主
と
し
て
自

宅
で
行
な
っ
て
い
る
も
の
（
か
な
り
の
人
文
・
社

会
科
学
研
究
者
が
そ
う
で
あ
ろ
う
）
に
と
っ
て
、

と
り
わ
け
嬉
し
い
知
ら
せ
で
あ
る
。
さ
っ
そ
く

い
く
つ
か
試
し
て
み
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
紹

介
し
た
い
。

§
学
術
雑
誌
の
収
録
の
範
囲
に
つ
い
て

　

私
が
試
し
て
み
た
の
は
学
術
雑
誌
（
中
国
期

刊
全
文
数
拠
庫
）
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
一
九
九

四
年
以
降
の
六
四
八
五
点
に
お
よ
ぶ
重
要
雑
誌

　

Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
を
中
国
学
術
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
と
東
方
書
店
で
は
名
付
け
て
い
る
し
、
そ

れ
は
そ
れ
で
分
か
り
や
す
い
こ
と
だ
が
、
中

国
側
の
公
式
の
説
明
だ
とChina N

ational 
K

now
ledge Infrastructure

の
略
称
で
、

世
界
銀
行
の
『
一
九
九
八
年
度
世
界
発
展
報

告
』
が
、
発
展
途
上
国
に
お
け
る
知
識
面
で
の

基
盤
整
備
に
力
を
入
れ
、
知
識
や
技
術
に
お
け

る
創
造
力
に
お
け
る
先
進
諸
国
と
の
格
差
縮
小

を
目
指
す
べ
き
こ
と
を
提
起
し
た
こ
と
に
由
来

す
る
と
の
こ
と
。
一
九
九
九
年
六
月
か
ら
Ｃ
Ｎ

Ｋ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に

も
日
本
の
い
つ
く
か
の
大
学
、
研
究
機
関
に
導

入
さ
れ
て
い
る
が
、な
に
せ
費
用
が
高
い
た
め
、

私
の
所
属
す
る
横
浜
国
立
大
学
の
ご
と
き
レ

ベ
ル
で
は
お
い
そ
れ
と
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

の
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
、
デ
ー
タ
は
毎
月
末

に
更
新
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
ま
ず
は
自
分
に
関

係
す
る
こ
と
か
ら
調
べ
て
み
た
。
中
国
の
雑
誌

に
発
表
さ
れ
た
私
自
身
の
論
文
が
は
た
し
て
登

場
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
結
果
は
七
件
と
出
た
。

そ
の
中
に
は
今
回
初
め
て
そ
の
存
在
を
知
っ
た

も
の
も
あ
っ
た
。
上
海
市
委
党
校
発
行
の
『
上

海
党
史
与
党
建
』
一
九
九
六
年
一
期
に
私
の
東

京
大
学
博
士
論
文
と
し
て
「
井
岡
山
時
期
毛
沢

東
与
中
共
中
央
」
が
訳
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
一
九
八
五
年
七
月
発
行
の
『
現
代

中
国
』
五
九
号
に
発
表
し
た
論
文
の
抄
訳
で
あ

る
。
私
は
訳
者
の
陶
柏
康
と
い
う
人
物
を
知
ら

な
い
し
、
博
士
論
文
な
ど
と
詐
称
し
た
覚
え
も

な
い
。
さ
ら
に
『
中
共
党
史
研
究
』
二
〇
〇
三

年
一
期
に
発
表
し
た
「
従
改
革
開
放
以
来
的
党

代
会
政
治
報
告
的
詞
語
変
化
来
看
中
共
十
六

大
特
点
」
が
筆
者
に
無
断
の
ま
ま
『
中
共
石
家

荘
市
委
党
校
学
報
』
二
〇
〇
三
年
四
期
に
転
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
こ
の
論
文
は

『
福
建
教
育
学
院
学
報
』に
も
転
載
さ
れ
た
が
、

こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
先
方
か
ら
転
載
の
申
し
入

れ
が
あ
っ
た
。
転
載
を
除
く
と
五
本
に
な
る
。

し
か
し
こ
の
他
に
中
国
で
発
表
さ
れ
た
に
も
関

中
国
学
術
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
）

を
使
っ
て
み
て

村
田 

忠
禧
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わ
ら
ず
検
索
結
果
に
は
登
場
し
な
い
も
の
が
あ

る
。『
百
年
潮
』
二
〇
〇
四
年
六
期
に
「
尖
閣

列
島
・
釣
魚
島
争
議
」
と
題
す
る
拙
論
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
私
自
身
の
書
い
た
内
容

か
ら
編
集
部
が
独
自
の
判
断
で
一
部
削
除
し
て

掲
載
し
た
も
の
で
、
本
来
の
も
の
と
は
必
ず
し

も
一
致
し
な
い
も
の
だ
が
、
と
も
か
く
そ
れ
が

検
索
結
果
と
し
て
登
場
し
な
い
。
同
じ
く
『
百

年
潮
』
に
掲
載
さ
れ
た
矢
吹
晋
さ
ん
の
「
田
中

角
栄
与
毛
沢
東
談
判
的
真
相
」
も
、
そ
れ
を
転

載
し
て
い
る
『
新
華
文
摘
』、『
領
導
文
萃
』
を

も
含
め
、
ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
。
同
様
に
私

が
『
中
共
党
史
研
究
』
に
発
表
し
た
論
文
の
う

ち
の
二
本
は
『
中
国
社
会
科
学
文
摘
』
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
出
て
こ
な
い
。

　

い
っ
た
い
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
採
用
基
準

は
ど
う
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
、
疑
問
が
湧

い
て
き
た
。
他
に
も
登
場
し
な
い
雑
誌
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
と
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
と
こ
ろ
、『
全

国
新
書
目
』、『
党
員
文
摘
』、『
読
書
文
摘
』、『
青

年
文
摘
』、『
知
識
窓
』、『
東
西
南
北
』、『
海
外

文
摘
』
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
文
摘
も
の
が
す
べ
て

対
象
外
と
な
っ
て
い
た
。
全
文
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
と
い
う
性
格
で
あ
る
こ
と
と
、
論
文

の
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
と
思

わ
れ
る
。
東
方
書
店
の
川
崎
さ
ん
に
教
え
て
も

ら
っ
た
こ
と
だ
が
、『
百
年
潮
』
の
他
に
も
『
中

国
語
文
』
が
交
渉
中
と
い
う
こ
と
で
ま
だ
収
録

さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。『
百
年
潮
』
は
「
期

刊
網
」（w

w
w.qikan.com

）
で
有
料
に
て
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら

く
こ
れ
ら
は
近
い
将
来
収
録
さ
れ
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。

§
論
文
件
数
か
ら
見
え
て
く
る
も
の

　

検
索
す
る
項
目
と
し
て
は
論
文
名
、
作
者
、

刊
名
、
関
鍵
詞
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
機
構

と
い
う
の
が
発
行
元
で
は
な
く
、
論
文
筆
者
の

所
属
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の

で
、
大
学
ご
と
の
論
文
件
数
を
調
べ
て
み
た
。

（
以
下
の
数
値
は
す
べ
て
二
〇
〇
四
年
一
一
月
末
段

階
の
調
査
デ
ー
タ
、
し
た
が
っ
て
二
〇
〇
四
年
に

つ
い
て
は
ま
だ
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
）。
一

九
九
四
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
の
文
理
す

べ
て
の
全
分
野
を
対
象
と
し
た
場
合
、
中
国
の

大
学
で
論
文
件
数
が
一
番
多
い
の
は
浙
江
大
学

（
五
九
九
一
二
本
）
で
あ
っ
た
。
北
京
大
学
（
五
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二
五
五
五
本
）
は
二
位
、
清
華
大
学
が
三
位
（
五

〇
五
八
八
本
）、
四
位
は
武
漢
大
学
（
四
三
〇
七

八
本
）
で
あ
っ
て
、復
旦
大
学（
三
七
七
六
二
本
）

よ
り
も
多
い
。
浙
江
大
学
が
首
位
と
い
う
の
は

意
外
な
結
果
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
大
学
の
合

併
効
果
が
出
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

日
本
を
含
む
海
外
の
大
学
を
中
国
語
刊
行
物

で
見
た
場
合
、
東
京
大
学
（
六
一
三
本
）
が
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
（
五
八
一
本
）、
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
（
五
五
〇
本
）、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
（
一
九
二
本
）、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

（
一
五
三
本
）、ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学（
一
一
七
本
）

な
ど
世
界
の
著
名
大
学
よ
り
も
多
い
と
い
う
の

も
、
正
直
な
と
こ
ろ
意
外
な
結
果
で
あ
る
。
日

本
の
大
学
で
東
京
大
学
に
次
い
で
多
い
の
は
京

都
大
学（
三
七
二
本
）、大
阪
大
学（
二
六
〇
本
）、

東
北
大
学
（
二
五
六
本
、
な
お
検
索
す
る
時
に
は

日
本
東
北
大
学
）、
名
古
屋
大
学
（
二
四
七
本
）、

九
州
大
学
（
二
四
二
本
）、
北
海
道
大
学
（
二
一

三
本
）
と
旧
帝
大
系
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

私
立
大
学
で
は
早
稲
田
大
学
が
一
四
四
本
で

ト
ッ
プ
。
こ
の
数
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
よ
り

も
多
い
。

大
学
・
研
究
機
関
の
所
属
す
る
国
別
に
調
べ
て

い
。

§

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
登
場
す
る
指
導
者

　

毛
沢
東
、
周
恩
来
、
鄧
小
平
、
江
沢
民
、
胡

錦
濤
、
温
家
宝
（
朱
鎔
基
は
「
鎔
」
が
Ｇ
Ｂ
コ
ー

ド
外
な
の
で
除
外
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
い
る
論
文
を
検
索
し
て
み

る
と
、
面
白
い
結
果
が
見
え
て
く
る
。
表
１
を

参
照
の
こ
と
。

　

一
九
九
四
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
（
一
一
月
末

段
階
の
調
査
結
果
）を
一
年
単
位
で
調
べ
る
と
、

毛
沢
東
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
論
文
が
最
も

多
い
の
は
一
九
九
四
年
、
二
番
目
は
二
〇
〇
三

年
と
な
る
。
こ
れ
は
毛
沢
東
の
生
誕
一
〇
〇
周

年
、
一
一
〇
周
年
と
密
接
に
関
係
す
る
。
同
様

に
周
恩
来
に
つ
い
て
も
生
誕
一
〇
〇
周
年
の
一

九
九
八
年
が
ピ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
。
鄧
小
平

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
論
文
は
年
平
均
で
四
八

六
八
本
に
達
し
、
こ
の
一
〇
年
間
、
他
の
指
導

者
を
圧
倒
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
彼
が
死
去

し
、
一
五
回
党
大
会
で
「
鄧
小
平
理
論
」
が
提

起
さ
れ
た
一
九
九
七
年
か
ら
一
九
九
九
年
ま
で

は
高
頻
度
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。
江
沢
民
が

み
る
と
、
中
国
語
論
文
を
対
象
に
し
た
場
合
、

ア
メ
リ
カ
が
一
二
六
六
二
本
、
日
本
は
一
一
三

八
五
本
、
ド
イ
ツ
が
三
五
四
六
本
、
ロ
シ
ア
が

一
六
〇
九
本
、
イ
ギ
リ
ス
が
一
三
七
一
本
と
続

き
、
日
本
の
健
闘
ぶ
り
が
目
に
つ
く
。
し
か
し

英
文
刊
行
物
を
も
加
え
る
と
ア
メ
リ
カ
と
日
本

と
の
格
差
（
一
五
五
四
九
本
対
一
二
三
〇
六
本
）

は
広
が
る
。
理
工
・
医
系
で
み
る
と
、
中
国
語

雑
誌
で
は
日
本（
八
〇
七
三
本
）が
ア
メ
リ
カ（
七

二
一
五
本
）
よ
り
多
い
が
、
英
文
雑
誌
で
は
ア

メ
リ
カ（
二
六
五
三
本
）、ド
イ
ツ（
一
二
九
六
本
）、

日
本
（
八
五
〇
本
）
と
日
本
の
劣
勢
が
顕
著
で

あ
る
。

　

中
国
国
内
に
は
研
究
機
構
と
し
て
各
種
の

ア
メ
リ
カ
研
究
所
、
日
本
研
究
所
が
あ
る
が
、

そ
れ
ら
研
究
機
構
所
属
者
の
論
文
数
か
ら
み
る

と
、
ア
メ
リ
カ
研
究
所
関
係
は
四
二
七
本
で
あ

る
の
に
対
し
、
日
本
研
究
所
関
係
は
一
二
三
四

本
と
は
る
か
に
多
い
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
総
合

す
れ
ば
、
中
国
で
発
行
さ
れ
た
学
術
雑
誌
と
い

う
角
度
か
ら
見
た
限
り
で
は
、
中
国
の
近
年
の

学
術
の
発
展
に
日
本
は
か
な
り
貢
献
し
て
い
る

こ
と
が
見
え
て
く
る
。
し
か
し
質
的
に
ど
う
か

は
こ
れ
ら
の
数
値
か
ら
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
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が
、
科
学
的
で
客
観
的
な
学
問
の
発
展
と
い
う

視
点
か
ら
は
と
て
も
歓
迎
で
き
る
事
態
で
は
な

い
。

§
「
以
人
為
本
」
を
め
ぐ
っ
て

　

最
近
の
中
国
の
文
献
に
は
「
以
人
為
本
」（
人

間
を
出
発
点
と
す
る
）
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

よ
く
登
場
す
る
。
経
済
、
政
治
、
法
律
関
係
の

論
文
に
お
い
て
こ
れ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
ど

の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ
て
み
た
。

一
九
九
四
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
（
一
一
月
末
調

査
段
階
）
ま
で
に
合
計
で
四
七
八
一
本
の
論
文

が
「
以
人
為
本
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
使
っ

て
い
た
。
論
文
の
表
題
に
組
み
込
ん
だ
も
の

と
な
る
と
一
八
四
〇
本
あ
る
。
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
の
高

級
検
索
で
は
複
数
の
組
み
合
わ
せ
検
索
が
可
能

と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
単
純
に
「
以
人
為
本
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
と
も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
同
時
に
使
わ
れ
て
い
る
論
文
の
現
れ
方
を

年
単
位
で
調
べ
て
み
た
。
比
較
的
出
現
頻
度
の

高
い
語
彙
を
選
ん
で
み
る
と
表
２
の
よ
う
に
な

る
。

　

こ
の
現
れ
方
を
見
て
興
味
深
い
こ
と
は
、
第

キーワード 1994 年 1995 年 1996 年 1997 年 1998 年 1999 年 2000 年 2001 年 2002 年 2003 年 2004 年 平均

毛沢東 3897 2195 2159 1933 1800 1988 2051 2606 2785 3556 2075 2459

周恩来 367 386 471 380 1346 442 337 338 359 366 184 452

鄧小平 5777 4413 3759 5828 6687 6521 4951 4550 4397 3895 2773 4868

江沢民 1006 1047 1826 2172 2423 1935 2701 4696 6234 4010 897 2632 

胡錦濤 47 30 56 33 25 51 35 52 92 1212 630 206

温家宝 15 20 34 7 53 65 82 86 116 704 582 160

以人為本 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003 年 2004年

組み合わせなし 64 102 179 196 221 257 462 572 679 894 1155

経済 18 26 68 47 65 70 127 167 190 267 393
思想 16 24 43 50 50 49 103 117 170 193 318
管理 33 68 102 99 119 133 195 230 290 360 296
企業 41 73 106 95 106 116 186 224 292 359 281
政治 8 8 20 15 17 12 42 54 78 86 112

●表 1　各指導者をキーワードとする論文数の推移

●表２　キーワード「以人為本」の現れ方（１）

鄧
小
平
よ
り
多
く
な
る
の
は

二
〇
〇
一
年
か
ら
で
、
そ
れ

は
「
三
つ
の
代
表
」
の
提
起

と
密
接
に
関
係
す
る
。
江
沢

民
の
ピ
ー
ク
は
一
六
回
党
大

会
の
開
か
れ
た
二
〇
〇
二
年

で
、
そ
の
後
の
下
落
ぶ
り
は

著
し
く
、
二
〇
〇
四
年
の
数

値
は
ま
だ
完
結
し
た
も
の
で

は
な
い
が
、彼
が
も
は
や「
賞

味
期
限
切
れ
」
で
あ
る
こ
と

は
明
白
だ
。
二
〇
〇
四
年
は

鄧
小
平
の
生
誕
一
〇
〇
周
年

と
い
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、

鄧
小
平
が
ま
た
最
高
値
を
示

す
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う

が
、
胡
錦
濤
、
温
家
宝
の
数

値
も
今
後
そ
れ
な
り
に
伸
び

る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
キ
ー

ワ
ー
ド
の
出
現
頻
度
の
変
動

は
中
国
の
学
術
論
文
の
政
治

と
の
連
動
性
を
反
映
し
て
お

り
、
政
治
の
動
向
を
知
る
う

え
で
は
そ
れ
な
り
に
役
立
つ
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一
に
は
「
以
人
為
本
」
は
確
か
に
二
〇
〇
〇
年

以
降
に
急
速
に
増
大
し
て
い
る
が
、「
三
つ
の

代
表
」
の
よ
う
に
突
如
と
し
て
提
起
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
「
企

業
」「
管
理
」
な
ど
企
業
経
営
と
の
関
連
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、「
政
治
」
と
の

関
連
で
「
以
人
為
本
」
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら

以人為本 1994-1996 年 1997-1999 年 2000-2002 年 2003-2004 年

経営 22 109 58 83

競争 12 68 61 92

質量 10 71 37 58

人才 10 50 67 88

能力 7 22 32 52

服務 6 49 47 85

教育 6 47 41 59

幹部 6 32 19 41

規範 6 26 17 38

知識 3 31 55 65

人事 2 16 14 13

行政 2 10 8 30

民主 2 9 12 19

法律 1 7 8 26

公平 1 3 3 16

権利 0 3 2 15

誠信 0 0 6 13

人権 0 0 1 13
執政 0 0 0 39

●表３　キーワード「以人為本」の現れ方（２）

れ
る
の
は
二
〇

〇
〇
年
以
降
で

あ
り
、
と
り
わ

け
二
〇
〇
四
年

に
増
え
て
い
る

と
い
う
点
で
あ

る
。

　
「
以
人
為
本
」

の
出
現
傾
向
を

よ
り
具
体
的
に

把
握
す
る
た
め

に
、
い
く
つ
か

の
語
彙
に
つ
い

て
三
年
間
（
二

〇
〇
三
〜
〇
四

年
は
ほ
ぼ
二
年

間
）
の
平
均
値

を
示
す
と
以
下
の
通
り
と
な
る
（
表
３
）。

　

わ
れ
わ
れ
は
「
以
人
為
本
、
以
法
為
民
」
と

い
う
現
在
提
唱
さ
れ
て
い
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
出

発
点
に
し
て
も
の
ご
と
を
考
え
が
ち
だ
が
、「
以

人
為
本
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
実
際
に
は
企

業
経
営
の
面
で
先
ず
取
り
上
げ
ら
れ
、
法
律
や

政
治
の
分
野
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
つ
い
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
数
値
の
現
れ
方
か
ら
、
中
国
に
お

け
る
改
革
は
経
済
が
先
行
し
、
政
治
の
分
野
に

お
け
る
改
革
は
ま
だ
初
歩
的
な
段
階
で
あ
る
こ

と
、
し
か
し
同
時
に
企
業
経
営
活
動
に
お
け
る

現
代
化
が
進
展
す
れ
ば
、
必
ず
や
政
治
や
行
政

の
分
野
に
も
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。
当
た
り
前
と
い
え
ば
そ
の
通
り
だ
が
、
そ

れ
が
学
術
論
文
の
動
向
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
の
は
論
文
の
内
容
に
立
ち

入
っ
た
分
析
で
は
な
く
、
表
面
的
、
形
式
的
な

情
報
の
整
理
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
こ
の
よ
う
な

操
作
を
通
す
と
問
題
点
の
所
在
が
そ
れ
な
り
に

見
え
て
く
る
。
研
究
の
た
め
の
導
入
作
業
と
し

て
は
き
わ
め
て
有
効
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
幸

い
な
こ
と
に
こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
操
作
だ
け
で

は
、
Ｃ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
の
使
用
料
は
か
か
ら
な
い
。
プ

リ
ペ
ー
ド
カ
ー
ド
を
有
効
に
使
う
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
こ
の
よ
う
な
分
析
を
し
た
う
え
で
対
象
と

す
る
論
文
を
探
し
当
て
る
こ
と
を
お
薦
め
し
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

  (

横
浜
国
立
大
学)


